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(57)【要約】
【課題】室内の空気を加湿する加湿装置において、より
コンパクトな加湿フィルタで高効率な加湿を可能とし、
また、運転停止時には乾燥し清潔に保つことのできる加
湿フィルタおよび加湿装置を提供することを目的とする
。
【解決手段】加湿装置１１は、中空円筒形状の加湿フィ
ルタ１２と送風手段としてのファン１３と水供給手段と
しての貯水槽１４を備え、前記加湿フィルタ１２が、そ
の疎水層のみを貯水槽１４に浸漬しながら回転すること
により、加湿フィルタ全体への給水を行うものである。
これにより、よりコンパクトで高効率な加湿を可能とす
る加湿フィルタおよび加湿装置を提供できる。また、運
転停止時には吸水層が乾燥し加湿フィルタを清潔に保つ
ことのできる加湿フィルタを提供できる。また、加湿フ
ィルタを清潔に保つことで、清潔な加湿空気を室内に送
出することができる加湿装置を得られる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
空気を加湿する加湿フィルタと、送風手段と、水供給手段とを備え、前記水供給手段によ
り水を前記加湿フィルタに供給し、前記送風手段により湿潤した前記加湿フィルタに空気
を送り、加湿を行う加湿装置において、加湿フィルタが通気性のある疎水層と吸水層とを
備え、かつ回転可能であり、疎水層のみを水に浸漬するようにしたことを特徴とする加湿
装置。
【請求項２】
水供給手段から供給された水が、疎水層、吸水層の順に供給されることを特徴とする請求
項１記載の加湿装置。
【請求項３】
加湿フィルタが、回転の中心軸から外側に向かって吸水層、疎水層の順に構成されている
ことを特徴とする請求項１または２に記載の加湿装置。
【請求項４】
加湿フィルタの疎水層を、吸水層の外側の一部に備えたことを特徴とする請求項１乃至３
のいずれかに記載の加湿装置。
【請求項５】
加湿フィルタの疎水層と吸水層の間に空間を設けたことを特徴とする請求項１乃至４のい
ずれかに記載の加湿装置。
【請求項６】
加湿フィルタの疎水層または／および吸水層が、発泡形状であることを特徴とする請求項
１乃至５のいずれかに記載の加湿装置。
【請求項７】
加湿フィルタの吸水層がハニカム形状であることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか
に記載の加湿装置。
【請求項８】
加湿フィルタが円筒形であることを特徴とする請求項１乃至７のいずれかに記載の加湿装
置。
【請求項９】
加湿フィルタが中空であることを特徴とする請求項１乃至８のいずれかに記載の加湿装置
。
【請求項１０】
加湿フィルタの中空部に送風手段を備えたことを特徴とする請求項９記載の加湿装置。
【請求項１１】
加湿フィルタの疎水層と吸水層との間に、イオン交換樹脂を配することを特徴とする請求
項１乃至１０のいずれかに記載の加湿装置。
【請求項１２】
加湿フィルタの吸水層に除菌材料を配することを特徴とする請求項１乃１１のいずれかに
記載の加湿装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気を加湿する加湿装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の加湿装置として、その一端が開放された回転可能な円筒状の吸水フィル
タを備え、ファンから送出された空気を前記吸水フィルタの開放部から円筒状フィルタ内
部に送りこみ、さらに外周側に通過させることを特徴としたものが知られている（たとえ
ば、特許文献１参照）。
【０００３】
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　以下、その加湿装置について、図６を参照しながら説明する。図６に示すように、一端
を開放した円筒状の加湿フィルタ１０１は吸水性を有し、その一部が水槽１０２内の貯水
に浸るように回動する。加湿フィルタ１０１の上流に設けたファン１０３により、空気は
加湿フィルタ１０１の内部に送りこまれ、さらに外周側に通過させ、空気に湿度を持たせ
た後、加湿装置から室内に送出するものである。
【０００４】
　また、この種の加湿フィルタとしては、回転可能な加湿フィルタが吸水部と水掻き部で
構成され、吸水部が水と比接触としたものが知られている（例えば特許文献２参照）。
【０００５】
　以下、その加湿フィルタについて、図７を参照しながら説明する。
【０００６】
　図７に示すように、加湿フィルタ２０１は、吸水部２０２と水掻き部２０３から構成さ
れ、吸水部２０２は水に浸さず、水掻き部２０３の一部のみを水槽２０４内に水没させな
がら、支軸２０５を中心に回動するようになっている。
【特許文献１】特開２００４－２２６０２３号公報
【特許文献２】特許第３７９９６０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このような従来の加湿装置では、加湿フィルタが吸水性を持っているために、運転停止
時においても、一部を貯水に浸した加湿フィルタは貯水に浸かっていない部分でもつねに
生乾きの状態に保たれ、カビやすいという課題があり、加湿フィルタをより清潔に維持で
きることが要求されている。
【０００８】
　また、従来の加湿フィルタでは、加湿フィルタの一部に設けた水掻き部の機能は水をく
み上げることのみであり、加湿性能をもたせるためには吸水部の体積を大きくする必要が
あるという課題があり、よりコンパクトな加湿フィルタが要求されている。
【０００９】
　本発明は、このような従来の課題を解決するものであり、よりコンパクトで高効率な加
湿を可能とし、また、運転停止時には乾燥し清潔に保つことのできる加湿フィルタおよび
加湿装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の加湿フィルタは、上記目的を達成するために、空気を加湿する加湿フィルタと
、送風手段と、水供給手段とを備え、前記水供給手段により水を前記加湿フィルタに供給
し、前記送風手段により湿潤した前記加湿フィルタに空気を送り、加湿を行う加湿装置に
おいて、加湿フィルタが通気性のある疎水層と吸水層とを備え、かつ回転可能であり、疎
水層のみを水に浸漬するようにしたことを特徴とするものである。
【００１１】
　また、水供給手段から供給された水が、疎水層、吸水層の順に供給されることを特徴と
するものである。
【００１２】
　また、加湿フィルタが、回転の中心軸から外側に向かって吸水層、疎水層の順に構成さ
れていることを特徴とするものである。
【００１３】
　また、加湿フィルタの疎水層を、吸水層の外側の一部に備えたことを特徴とするもので
ある。
【００１４】
　また、加湿フィルタの疎水層と吸水層の間に空間を設けたことを特徴とするものである
。
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【００１５】
　また、加湿フィルタの疎水層または／および吸水層が、発泡形状であることを特徴とす
るものである。
【００１６】
　また、加湿フィルタの吸水層がハニカム形状であることを特徴とするものである。
【００１７】
　また、加湿フィルタが円筒形であることを特徴とするものである。
【００１８】
　また、加湿フィルタが中空であることを特徴とするものである。
【００１９】
　また、加湿フィルタの中空部に送風手段を備えたことを特徴とするものである。
【００２０】
　また、加湿フィルタの疎水層と吸水層との間に、イオン交換樹脂を配することを特徴と
するものである。
【００２１】
　また、加湿フィルタの吸水層に除菌材料を配することを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、よりコンパクトで高効率な加湿を可能とする加湿フィルタおよび加湿
装置を提供できる。また、運転停止時には吸水層が乾燥し加湿フィルタを清潔に保つこと
のできる加湿フィルタを提供できる。また、加湿フィルタを清潔に保つことで、清潔な加
湿空気を室内に送出することができる加湿装置を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　本発明の請求項１の発明は、通気性のある疎水層と親水層とを備えた加湿フィルタにお
いて、前記加湿フィルタが回転可能であり、かつ疎水層のみを水に浸漬することを特徴と
するものであり、水に浸漬した疎水層はフィルタ全体への水供給手段としての作用を有す
るために、回動により加湿フィルタ全体への均一な給水が可能である。同時に、疎水層が
通気性を有することにより、加湿フィルタの一部としての作用も有し、ひとつのフィルタ
で給水と加湿を一度に行うことができるために、加湿フィルタをよりコンパクトにできる
という効果が得られる。また、吸水層も通気性を有することにより、加湿フィルタとして
の効果を得ることができる。また、疎水層のみを水に浸漬することにより、回動停止時に
は加湿フィルタの吸水層には水が供給されず、また、疎水層も、浸水していない部分はす
ぐに乾燥するため、加湿フィルタ上のカビなどの繁殖を抑制することができるという効果
が得られる。
【００２４】
　また、回転可能な加湿フィルタにおいて、回転の中心軸から外側に向かって、吸水層、
疎水層の順に配置したことを特徴とするものであり、回動停止時には、吸水層が水に浸ら
ない位置で加湿フィルタを停止することにより、加湿フィルタはすぐに乾燥し、加湿フィ
ルタ上でのカビなどの繁殖を抑制することができるという効果が得られる。
【００２５】
　また、疎水層を、吸水層の外側の一部に備えたことを特徴とするものであり、運転停止
時には、疎水層が貯水に浸かるような停止位置を決めておくことにより、加湿フィルタが
すぐに乾燥し、カビなどが繁殖することを抑制することができる。
【００２６】
　また、疎水層と吸水層の間に空間を設けたことを特徴とするものであり、乾燥空気が疎
水層または吸水層を通過した後に空間に入ることにより、空気が乱流を起こし、湿度およ
び温度のムラを均一化するため、その後、もう一度、吸水層もしくは疎水層を通過する際
には、より効率よく水分を含むことができる。
【００２７】
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　また、疎水層または／および吸水層が、発泡形状であることを特徴とするものであり、
発泡密度を調整することで、空気の通過量や水の保持量を容易に調整することができ、空
気と水の接触面積や圧損を任意に変更することができる。
【００２８】
　また、吸水層がハニカム形状であることを特徴とするものであり、通風路の圧損を低減
することができる。ハニカムのサイズを調整することで、空気の通過量や水の保持量を容
易に調整することができ、空気と水の接触面積や圧損を任意に変更することができる。
【００２９】
　また、加湿フィルタが円筒形であることを特徴とするものであり、円筒の中心を加湿フ
ィルタの回転軸とすれば、疎水層の厚さと貯水槽の水深とを一致させることにより、回動
によって疎水層全体に均一に水を供給することができるという作用を有する。さらに、疎
水層全体に供給された水は、吸水層へも供給される。
【００３０】
　また、加湿フィルタが中空であることを特徴とするものであり、空気が、中空部におい
て乱流を起こし、湿度および温度のムラを均一化するため、その後、加湿フィルタを通過
する際に、より効率よく水分を含むことができる。
【００３１】
　また、疎水層と吸水層との間に、イオン交換樹脂を配することを特徴とするものであり
、水に浸漬しない吸水層に水が移動する際に、イオン交換樹脂を通過することにより、吸
水層へのスケール成分固着を防止できるという効果が得られる。
【００３２】
　また、吸水層に除菌材料を配することを特徴とするものであり、加湿フィルタが乾くま
でに時間を要した場合には、カビなどが繁殖しやすいが、除菌材料を配することにより、
それを抑制することができる。また、吸水層は、疎水層に比べ水を保持しやすく乾きにく
いため、より高い抑制効果が得られる。
【００３３】
　また、本発明の請求項１１記載の発明は、請求項１乃至１０いずれかに記載の加湿フィ
ルタと、送風手段と、水供給手段とを備え、前記水供給手段により水を前記加湿フィルタ
に供給し、前記送風手段により、湿潤した前記加湿フィルタに空気を送り加湿を行うこと
を特徴とするものであり、コンパクトで高効率な加湿を可能とする加湿フィルタを使用す
るために、加湿装置をコンパクトにすることができる。また、運転停止時には吸水層が乾
燥し、加湿フィルタを清潔に保つことができるために、清潔な加湿空気を室内に送出する
ことができる加湿装置を得ることができる。
【００３４】
　また、回転可能な加湿フィルタが中空であり、その中空部に送風手段を備えたことを特
徴とする加湿装置であり、スペースを有効利用することができる。また、円筒形状のファ
ンに、その同心円状の加湿フィルタを配置すれば、加湿フィルタの全面を有効に利用した
加湿を行うことができるという効果が得られる。
【００３５】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００３６】
　（実施の形態１）
　図１に示すように、加湿装置１１は、中空円筒形状の加湿フィルタ１２と送風手段とし
てのファン１３と水供給手段としての貯水槽１４を備え、前記加湿フィルタ１２が、その
疎水層のみを貯水槽１４に浸漬しながら回転することにより、加湿フィルタ全体への給水
を行うものである。加湿装置１１は、側面のうち対向する二面に空気吸込み部１５を有し
、ファン１３によって装置外から吸引された空気は、図１の図中矢印に示すように、加湿
フィルタ１２の疎水層を通過し、その後、吸水層を抜け、加湿空気となって加湿装置１１
の外へ排出される。空気の流れとしては、この他にも、ファンによって押し込まれた空気
がまず加湿フィルタの吸水層を通過し、その後、疎水層を抜ける順序も考えられるが、吸
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水層と疎水層を各一回以上通過するものであれば、空気の流れ方についてはとくに限定さ
れるものではない。
【００３７】
　水供給手段としては、加湿フィルタに回転駆動体を設け、加湿フィルタの一部を貯水槽
内の水に浸漬させながら回転させ水を供給する方法、加湿フィルタの周囲に水掻き部を設
け、貯水槽から汲み上げた水を加湿フィルタにかける方法、加湿フィルタの周囲にノズル
を設け、加湿フィルタの一部または全体にシャワー状に散水する方法などが考えられる。
【００３８】
　（実施の形態２）
　実施の形態１と同一部分は同一符号を附し詳細な説明は省略する。図２に示すように、
円筒形の加湿フィルタ２１は、疎水層としてのポリウレタンフォーム２２と吸水層として
の綿シートハニカム２３からなる。綿シートハニカム２３は、中空円筒状のポリウレタン
フォーム２２の内側に配し、前記綿シートハニカム２３と図示しない壁面とで加湿フィル
タ２１の内部に空間を作っている。綿シートハニカム２３は、除菌材料としての銀粉２４
を含んでいる。
【００３９】
　また、加湿フィルタ２１は、ポリウレタンフォーム２２のみを水に浸漬するように貯水
槽２５に浸っている。空気は、図２中の矢印で一例を示すように、綿シートハニカム２３
を通り、さらにポリウレタンフォーム２２を通過させることができる。円筒形加湿フィル
タ２１のサイズの一例としては、外径１３０ｍｍ、その内側に厚み１５ｍｍのポリウレタ
ンフォームを配置し、さらにその中に外径１００ｍｍの綿シートハニカムを配置する。こ
のとき、加湿フィルタの下部の一部は貯水に浸かっているが、貯水の水深を１０ｍｍとす
れば、加湿フィルタのポリウレタンフォーム層１５ｍｍのうち１０ｍｍのみが水に浸かり
、吸水層は水に浸からない。
【００４０】
　上記構成によれば、加湿フィルタが回動することにより、吸水層は、疎水層から水を得
て給水される。いっぽう、運転停止時には、疎水層のみが水に浸漬されているために、す
ぐに乾燥し、加湿フィルタ上でのカビなどの繁殖を抑制することができる。
【００４１】
　疎水層を構成する材料としては、ポリウレタン以外にも、他の樹脂や金属などがある。
樹脂であれば、ポリスチレン、ポリカーボネート、アクリル、ポリエチレン、ポリプロピ
レン、ＡＢＳ、ＰＥＴなどがある。これらの繊維を絡ませたり、織ったりして空隙を有す
る疎水層を成形しても良いし、発泡させてそれ自身に空隙を持たせても良い。樹脂は成形
性に優れるため、加湿フィルタを任意の形状に加工することが容易である。金属としては
、アルミニウム、ステンレス、銅、真鍮、銀、金およびこれらの合金などが挙げられる。
また、疎水性を構成する材料に金属を用いる場合、銀や銅などの抗菌性を有する金属を含
めば、除菌材料を別添加することなく加湿フィルタに除菌性を付与することができる。
【００４２】
　また、吸水層を構成する材料としては、布や紙のように、吸水性を有する繊維を織った
もの、抄いたものなどがある。これらをシート状に加工すれば、ハニカム形状の成形も容
易である。シート状に加工した吸水性材料に、パンチング加工、エンボス加工を施すこと
により、空気が通過できる空隙を付与しても良い。また、吸水性を有する繊維を絡ませる
などして、空隙の大きさや量を調整しても良い。また、疎水性の基材に、吸水性の材料を
被覆もしくは添着するなどして、吸水性を持たせたものを用いても良い。
【００４３】
　また、疎水層と親水層の間に空間を設ければ乾燥空気が疎水層または吸水層を通過した
後に空間に入ることにより、空気が乱流を起こし、湿度および温度のムラを均一化するた
め、その後、もう一度、吸水層もしくは疎水層を通過する際には、より効率よく水分を含
むことができる。加湿フィルタ内部の吸水層の配置方法としては、たとえば、円筒中空形
状の疎水層の内部に、その一端にハニカム円板形状の吸水層を配置し、さらに疎水層のも
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う一端は空気が通らないように壁で封止するといった方法がある。この場合、空気を図１
の図中矢印で示すように、ハニカム吸水層を通し、抜けた空気をさらに中空円筒形状の疎
水層を通過させることで、すべての空気が加湿フィルタを二回通過することになる。同じ
体積の加湿フィルタに、空気を直線的に通過させる場合に比べ、空気と水との接触時間を
延長することができるため、より多くの加湿量を得ることができる。なお、空気の通し方
としては、前記とは逆に、疎水層、中空の空間、吸水層の順でも良い。また、空気の流れ
方が上記のいずれかであれば、疎水層と吸水層の一部が接触していても良い。
【００４４】
　また、加湿フィルタが円筒形であれば、円筒の中心を加湿フィルタの回転軸とし、疎水
層の厚さと貯水槽の水深とを一致させることにより、疎水層全体に均一に水を供給するこ
とができる。回転させることにより、疎水層が保持した水は加湿フィルタの上部まで持ち
上げられたときに、その下に存在する吸水層に向かって滴り落ち、吸水層への給水をコン
スタントに行うことができる。
【００４５】
　（実施の形態３）
　実施の形態１、２と同一部分は同一符号を附し詳細な説明は省略する。図３に示すよう
に、円筒中空形の加湿フィルタ３１は、疎水層としてのポリウレタンフォーム３２とイオ
ン交換樹脂シート３３と吸水層としての綿繊維被覆ポリウレタンフォーム３４を重ねてな
る。
【００４６】
　上記構成によれば、加湿フィルタが回動することにより、吸水層は、疎水層から水を得
て給水される。いっぽう、運転停止時には、疎水層のみが水に浸漬されているために、す
ぐに乾燥し、加湿フィルタ上でのカビなどの繁殖を抑制することができる。
【００４７】
　疎水性または／および吸水層が、発泡形状であれば、発泡密度を調整することにより、
空気と水の接触面積や圧損を任意に変更することができる。発泡形状をもつ材料としては
、樹脂や金属などがあるが、たとえばポリウレタンフォームなどの樹脂発泡体を用いた場
合には、また成形性にも優れるため、円筒形状やその他の形状への加工が容易にできる。
また、ポリウレタンフォームのように、それ自身には吸水性のない材料でも、表面にたと
えば綿の繊維を添着、被覆することで吸水層として利用することができる。逆に、綿繊維
を、撥水剤としてのたとえばフッ素化合物などで被覆すれば、疎水層としても利用するこ
とができる。
【００４８】
　中空の加湿フィルタは、たとえば、シート状の疎水層と吸水層を巻いて得ることができ
る。また、予め中央部をくり抜いた疎水層に、同じく中央部をくり抜いた吸水層を挿入す
ることによっても得ることができる。
【００４９】
　加湿フィルタ外周に疎水層を、疎水層の内側に吸水層を配する場合には、その層間にイ
オン交換樹脂層を設けることにより、水に浸漬しない吸水層に水が移動する際に、イオン
交換樹脂を通過することになり、スケール成分がイオン交換樹脂によって除去されるため
に、吸水層へのスケール成分固着を防止できる。イオン交換樹脂はシート状のものを疎水
層と吸水層と合わせて巻いても良いし、粒状のものを、疎水層と吸水層の間に挟みこんで
も良い。
【００５０】
　（実施の形態４）
　実施の形態１乃至３と同一部分は同一符号を附し詳細な説明は省略する。図４に示すよ
うに、加湿フィルタ４１は、円板状をしており、回転の中心軸から外側に向かって吸水層
としての紙ハニカム４２、疎水層としてのポリウレタンフォーム４３の順に配置されてい
る。ポリウレタンフォーム４３は、紙ハニカム４２の外周の一部にのみ設けられており、
円板の中心には回動のための回転軸４４が設けられている。加湿フィルタ４１は、加湿運
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転停止時には、ポリウレタンフォーム４３の一部のみを貯水槽４５に漬けた状態で停止す
る。
【００５１】
　加湿フィルタとしては、回転可能な円板形状であるが、吸水層のみに注目すれば、曲面
を持たない、たとえば直方体のような形状でも良い。吸水層を、たとえば不織布シートを
プリーツ加工する場合などには、円周をもつ立体を作ることが容易でない。そのような場
合には、吸水層の外側に配置する疎水層の形状を変化させることによって、円板形状の加
湿フィルタをも作成することができる。運転停止時には、吸水層は水に浸からず、疎水層
のみが貯水に浸かるような停止位置を決めておくことにより、加湿フィルタがすぐに乾燥
し、カビなどが繁殖することを抑制することができる。
【００５２】
　（実施の形態５）
　実施の形態１乃至４と同一部分は同一符号を附し詳細な説明は省略する。図５に示すよ
うに、疎水層５１および吸水層５２からなる加湿フィルタ５３は中空円筒形状であり、そ
の中空部には、加湿フィルタの内径よりも小さい径の、送風手段としてのファン５４が配
置されている。
【００５３】
　この場合、加湿フィルタの中空部を有効利用して、加湿フィルタとファンを一体化させ
ることができるために、よりコンパクトな加湿フィルタおよび加湿装置が実現できる。
【００５４】
　空気の流れとしては、たとえば図５の図中矢印で示すように、ファンでまず吸込んだ乾
燥空気を、加湿フィルタの吸水層および疎水層を通過させて、加湿空気を得ることができ
る。
【産業上の利用可能性】
【００５５】
　本発明により、コンパクトで高効率な加湿ができ、かつ、清潔な加湿フィルタおよび加
湿装置を提供できるため、家庭用・業務用加湿装置および空気調和装置などへの用途にも
適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の実施の形態１の加湿装置を示す概略斜視図
【図２】本発明の実施の形態２の加湿フィルタを示す概略斜視図
【図３】同実施の形態３の加湿フィルタおよび貯水槽を示す概略斜視図
【図４】同実施の形態４の加湿フィルタおよび貯水槽を示す概略断面図
【図５】同実施の形態５の加湿フィルタおよび送風手段を示す概略斜視図
【図６】従来例の加湿フィルタを示す概略断面図
【図７】従来例の加湿装置を示す概略断面図
【符号の説明】
【００５７】
　１１　　加湿装置
　１２　　加湿フィルタ
　１３　　ファン
　１４　　貯水槽
　１５　　空気吸込み部
　２１　　加湿フィルタ
　２２　　ポリウレタンフォーム
　２３　　綿シートハニカム
　２４　　銀粉
　２５　　貯水槽
　３１　　加湿フィルタ
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　３２　　ポリウレタンフォーム
　３３　　イオン交換樹脂シート
　３４　　綿繊維被覆ポリウレタンフォーム
　４１　　加湿フィルタ
　４２　　紙ハニカム
　４３　　ポリウレタンフォーム
　４４　　回転軸
　４５　　貯水槽
　５１　　疎水層
　５２　　吸水層
　５３　　加湿フィルタ
　５４　　ファン
　１０１　加湿フィルタ
　１０２　水槽
　１０３　ファン
　２０１　加湿フィルタ
　２０２　吸水部
　２０３　水掻き部
　２０４　水槽
　２０５　支軸

【図１】 【図２】
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